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企業行動指針と行動ガイドラインの周知徹底

日本ガイシは、企業価値の向上に向け、コーポレートガバナンスの強化・充実のため
の施策を実施し、すべてのステークホルダーの皆さまから信頼される企業を目指
しています。

日本ガイシは、事業活動の適法性と経営の透明性を確保し、経営環境の変化に迅速に対応でき
る組織体制と、株主重視の公正な経営システムを構築、維持することをコーポレートガバナン
ス（企業統治）の基本的な考え方としています。
これを実現するために監査役会設置会社を選択し、コーポレートガバナンス体制としては、株
主総会、取締役会、監査役会に加え、社長の意思決定を補助するための経営会議や各委員会を
設置し、重要事項の審議・検討を通じて、ガバナンスの実効性を高めています。
また、事業環境の変化に即応し、迅速かつ最適な意思決定およびその執行を行っていく必要が
あるとの認識のもと、当社は執行役員制度を導入することによって、経営の「意思決定・監督機能」
と「業務執行機能」の分離を進め、それぞれの役割の明確化と機能強化を図っています。
さらには、取締役会の監督・監視機能を強化するため、当社を取り巻く各々のリスクを取り扱
う各委員会のうち、主要な委員会から取締役会への報告を義務付けるとともに、指名・報酬諮
問委員会、経営協議会、社外役員会議、経営倫理委員会等を設置し、コーポレートガバナンス・
コードの趣旨の徹底を図っています。
日本ガイシは、今後も引き続き、より充実したコーポレートガバナンス体制を実現していきます。 
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コーポレートガバナンスの強化に向け、執行役員制度の導入や、経営の監督・監視機能などの向上や経営全般に対する提言を
行うための社外役員制度の導入など、継続的に体制の強化を図っています。 

1999年4月 企業行動指針を制定

2003年4月 ＮＧＫグループ企業行動指針に改定

2005年6月

執行役員制度の導入

ストックオプションの導入

社外役員制度の導入

2005年7月

2007年4月

ＣＳＲ委員会を設置

ＣＳＲ推進室を設置

2017年6月 社外取締役を1名追加選任

2010年6月 独立役員の指定

2011年7月 ＮＧＫグループ企業行動指針を全面改定

2015年4月 国連グローバル・コンパクトに参加

2015年6月 グローバルコンプライアンス室を設置

2015年12月 コーポレートガバナンスに関する会議体を設置
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